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色覚メ 力ニ ズムにつ いて

阿山 みよ し 勧東京都神経科学総合研究所

音律と色

池田 初子 名古屋女子 大学

　私達は豊かな色彩生活を享受しているが ， それは人

間の 視覚系に色覚機構があ る からで あ る 。 しか しそ の

生理学的メカニ ズ ム に つ い てはまだ未知の部分が多い 。

サ ル では ， 赤 （又は黄）に 興奮性 ， 緑 （又 は青）に抑

制性の応答を示す反対色細胞が視床の外側膝状体や後

頭葉の視覚一次野で発見され，さ らに視覚前野のある

領野では狭帯域 波長光に特 異的 に 応答す る細胞が晃 い

だされ て お つ，色知覚関連細胞と考え られて い る 。 し

か し反論もあり大脳色覚機構はまだ輪郭が明確で な い
。

　さ て 心理物理学 で は，赤 ・黄 ・緑 ・青の 4 つ のユ ニ

ー
ク色の内赤 と緑，黄と青は同時に知覚することがな

い 色な の で各々反対色と呼ばれ て い る 。 上述の反対色

細胞は こ の ような色知覚をもたらすメ力 ニ ズムと考え

られて い る 。 そ こ で筆者は ， 赤み
・黄み ・緑み

・青み

の比率を主観評価する手法 で色度図全域に分布する多

数の色光 にっ い て そ の 色相を定量的に表すこ とを試み

た 。 結果 は概ね 成功ではあ るが ， 中には非常に判断に

苦しむ色光もい くっ かあり， それらは数名の被験者か

ら共通して 「難 しい 1」と苦惰が出た 。 とい う こ とは

主観評価の方法 に，色の見 えを決定 して い る 大脳メカ

ニ ズムと良く合致しな い部分があっ たとも考えられる 。

　
一方で ，最近 ， 赤 ・緑 ・黄 ・青 ・橙 ・紫 ・茶 ・桃の

B色が有彩色の 蟇本力 テ ゴリ
ー

色 で あ る とい う研究が

あ り話題を呼ん で い る 。 研究目的によ る も の で あるが ，

赤 ・黄 ・緑 ・青の 4色 に 限定する よ りも 8 つ の 基本力

テゴリ
ー色を用 いる方が，私 達の色の見えの判断機構

に忠実なのかも知れな い 。

　ざて ，こ く最近の知見で あるが ， 特定の 色度領域の

色刺激 に 強く応答する細胞がサ ル の側頭葉で見つ か っ

て い る 。 側 頭 葉は 形の 認識 ・記憶等 の 高次機能に 関与

する視覚中枢である。もしか したらそう遠くな い将来

に側頭葉あた りで カテ ゴリ
ー

色細胞の存在が実証され

るかも知れな い，などと考え心理物理学 と電気生理学

の研究の双方を興眛深 くに らん で い る最近 で ある。

　自然保護 ， 環境保全が人類最大の関心事と して，浮

上 して きた折柄 ， 思 い 出すの は 1ア年前 ， 10Sl 〔〕京

都で の コーリン ・ブキャ ナ ン卿 （英）の 基調講演の
一

節で ある 。 廃棄不 可 能な 物を何故作るの か 。 都市計画

と産業デザインがパ
ー

トナ
ー

シ ッ プをも っ て 結 ばれる

べ ぎ で ある と 。 また生科学者フ レデ リッ ク ・ヴ エ ス タ

ー博± （独）は危機の時代を乗り越え る た め に は，サ

イバネテ ィ クス
・
テ クノロ ジ

ーが必要であると力説さ

れた こ とが ， 強く印象に残 っ て い る。 ま さ に今 日の 危

機到来の予言 で あ っ た 。 サイバネテ ィ クス 理論 の中 で

色と音の関連説が引用され， 色と奩の組 み合わせの相

互作用 が人間に対 して ， 美学的作用 を及ぼ し新 しい 芸

術発生 の 基礎になる とい う こ とに，触れ て い る 。

　 日日変化する社会で入工的な色は，今後ますます多

様な開発が行なわれ，応用範囲も拡大される こ とで あ

ろう 。 既 にビデ オ ・ア
ー

トな どの領域で，新しい様式

が展 開されている 。 コ ンピ ュ
ーター機器の構造の仕様

は，人間の頭脳の機能を模倣したもの で ある。

　色と商との関連 にっ い て は ， 学問的な研究ばか りで

はな く，20世紀初頭の 画家 によ っ て，試 み られ て お リ

カ ン ジ ン ス キー
の芸術論は，音楽と色，形との比較か

ら生まれたフ x ルムと色彩が感情表現のため の 言語と

な っ て魂に訴 えると い う説で ある。また ドロ
ー

ネ
ー

は

色彩の フーガと い われた ， 純粋抽象の多彩で リズミカ

ル な 画面 で 独自な 作風 を 追及 し た 。 替律と 色 ， 形 ，
の

関係 につ い て，長期 に渡 り描画演習の課題 に音楽 を，

聞かせ て い るが，イメージの広がりと意欲の高揚に影

響が認め られる 。 色の表現 に お い ても ， リズムや調和

膏に接した場合 に，触発 ざ れる こ とが多 い 。

　10月 1D日の 夜，伊勢神宮 宇治橋の辺 りで ， ［姫神ユ

の ライブ ・コ ンサ
ー

トが行なわれた 。 岩手の風土や，

民俗 ， 人の心を テ
ー

マ に ， 作曲されたシ ン セサイザー

で 日本の モダン ・ア
ー

トとして 高 く評価ざれ て い る 。

色光の演 出が神域を染めた 。 若しも光の ない暗闇で聞

い て い たら，脳裏に音に よ る 色彩を感じた筈である 。

そ れは，人，様々の 異な っ た色を見 た こ と で あろ う 。
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